
東
大
寺
要
録

所
収

戒
和
上
次
第

に
つ
い
て

初
代
か
ら
十
八
代
ま
で
を
中
心
と
し
て

真

田

尊

光

高

野

山

大

学

は

じ

め

に

東
大
寺
戒
壇
院
で
の
授
戒
を
掌
る
戒
和
上
の
記
録
は
、

東
大
寺
要
録

（
以
下

要
録

）
巻
五
別
当
章
第
七
所
収

戒
和
上
次
第

（
以
下

戒
和
上
次
第

）
に
そ
の
全
容
が
記
さ
れ
て
お
り
、
先
行
研
究
の
多
く
が
同
書
を
引
用
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
見
で
は

戒
壇
院
濫

期
に
お
け
る
戒
和
上
の
記
録
、
つ
ま
り
奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
時
代
初
期
に
か
け
て
戒
和
上
に
就
任
し
た
僧
侶
の
年
齢
や
僧

綱
位
の
就
任
年
な
ど
の
記
録
に
は
、
他
の
同
時
代
史
料
と
の
齟
齬
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
行
研
究
に
お
い
て

は

戒
和
上
次
第

の
信
憑
性
に
つ
い
て
あ
ま
り
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で

戒
和
上
次
第

を
基
本
的
な
史
料

に
、

僧
綱
補
任

を
は
じ
め
他
の
史
料
と
比
較
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
末
ま
で
、
す
な
わ
ち
初
代
か
ら

十
八
代
ま
で
の
東
大
寺
戒
壇
院
戒
和
上
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

一
四
七

東
大
寺
要
録

所
収

戒
和
上
次
第

に
つ
い
て
（
真
田
尊
光
）



一

東
大
寺
要
録

所
収

戒
和
上
次
第

に
関
す
る
先
行
研
究

東
大
寺
戒
壇
院
戒
和
上
に
つ
い
て
の
総
括
的
な

察
は
、
徳
田
明
本
氏
の
研
究
に
代
表
さ

１
れ
る
。
た
だ
し
、
徳
田
氏
は
奈
良
末
平
安
時

代
初
期
に
か
け
て
の
戒
和
上
に
関
し
て
は

戒
和
上
次
第

の
記
述
内
容
を
率
直
に
受
け
入
れ
ら
れ
、

要
録
記
載
の
戒
和
上
の
う
ち
第

一
代
よ
り
平
安
初
期
第
二
十
七
代
ま
で
は
名
実
と
も
に
律
宗
の
代
表
者
で
あ
り
僧
綱
職
の
一
員
と
し
て
律
師
に
補
任
せ
ら
れ
、
そ
の
う
ち

八
人
は
昇
進
し
て
大
僧
都
に
昇
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
初
任
が
平

八
十
才
と
い
う
高
令
者
で
長
寿
の
人
が
次
第
に
昇
進
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
徳
田
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
東
大
寺
戒
壇
院
戒
和
上
の
歴
史
的
な
変
遷
に
つ
い
て
は
概

要
を
把
握
で
き
る
が
、

戒
和
上
次
第

自
体
の
信
憑
性
に
つ
い
て
は
問
題
が
残
っ
た
ま
ま
で
あ
る
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
戒
壇
院
戒
和
上
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
唐
招
提
寺
の
研
究
で
は
、

戒
和
上
次
第

が
同
寺
の
金
堂
建
立
年
代
を
推
測
す

る
際
の
重
要
な
補
足
史
料
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
も
き
た
。
す
な
わ
ち
、
唐
招
提
寺
金
堂
の
建
立
年
代
は
、
文
献
史
料
に
は
明
瞭
な
記
載
が

な
く
、
鑑
真
の
弟
子
如
宝
が
檀
越
を
率
い
て
建
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
み
で

２
あ
り
、
明
治
以
来
鑑
真
に
よ
る
創
建
当
初
の
天
平
宝

字
年
間
か
ら
大
同
弘
仁
年
間
に
至
る
ま
で
の
幅
広
い
年
代
が
提
唱
さ
れ
て

３
い
る
。
そ
の
た
め
、
近
年
の
研
究
で
は
、
如
宝
の
活
躍
年
代
を

も
と
に
金
堂
建
立
年
代
を
推
測
す
る
試
み
が
支
持
を
得
て
お
り
、
特
に
如
宝
の
戒
和
上
就
任
年
代
を
宝
亀
五
年
（
七
七
五
）
と
す
る

戒

和
上
次
第

の
記
録
が
、
金
堂
の
建
立
年
代
を
宝
亀
年
間
以
降
と
み
る
説
に
お
い
て
補
強
材
料
と
な
っ
て
き
た
の
で

４
あ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
唐
招
提
寺
研
究
史
を
編
ん
だ
太
田
博
太
郎
氏
は
、

戒
和
上
次
第

に
お
け
る
法
進
・
如
宝
の
僧
綱
位
の
就
任

年
が

僧
綱
補
任

と
齟
齬
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
同
書
が
し
め
す
如
宝
の
戒
和
上
就
任
年
に
つ
い
て
も
問
題
が
残
る
と
述
べ
ら

５
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
太
田
氏
の
見
解
は
積
極
的
な
史
料
批
判
を
伴
わ
な
い
も
の
で
あ
り
、
以
降
の
先
学
諸
説
に
お
い
て
も

戒
和
上

一
四
八

東
大
寺
要
録

所
収

戒
和
上
次
第

に
つ
い
て
（
真
田
尊
光
）



次
第

の
記
録
を
参
照
し
て
如
宝
の
活
躍
年
代
を
推
測
し
て
い
る
よ
う
で

６
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

戒
和
上
次
第

は
、
一
部
の
記
録
に
お
い
て
は
疑
問
が
挟
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
あ
る
程
度
信
頼
の
お
け
る
史
料
と
し

て
扱
わ
れ
て
き
た
の
が
現
状
で
あ
る
。

二

東
大
寺
要
録

お
よ
び

戒
和
上
次
第

の
成
立
年
代

要
録

の
成
立
に
つ
い
て
は
、
安
藤
更
生
氏
に
よ
る
実
見
調
査
に
も
と
づ
く
詳
細
な
研
究
が

７
あ
る
。
ま
ず

要
録

は
、
編
者
は
不

明
な
が
ら
、
そ
の
序
文
に
よ
っ
て
嘉
承
元
年
（
一
一
〇
六
）

聖
跡

の
廃
絶
と

流
記

の
紛
失
を
憂
慮
し
、
寺
勢
回
復
を
は
か
る
た

め
に
同
寺
に
ま
つ
わ
る
伝
聞
や
旧
記
を
収
集
し
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
当
初
の
体
裁
は
十
章
十
巻
か
ら
成
り
立
っ

て
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
一
部
が
失
わ
れ
、
ま
た
新
た
な
補
入
や
書
き
入
れ
が
適
時
お
こ
な
わ
れ
、
長
承
三
年
（
一
一
三
四
）
東
大

寺
僧
観
厳
に
よ
っ
て
再
編
集
・
改
装
が
な
さ
れ
た
。
現
在
、
当
初
の
原
本
は
存
在
せ
ず
、
観
厳
に
よ
る
改
装
本
に
補
入
記
事
が
加
え
ら
れ

た
伝
本
を
、
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
新
禅
院
寛
乗
が
書
写
し
た
写
本
二
巻
が
醍
醐
寺
（
以
下
、
醍
醐
寺
本
）
に
、
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）

順
円
が
書
写
し
た
写
本
九
冊
が
東
大
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
以
下
、
重
文
本
）。
さ
ら
に
、
重
文
本
の
奥
書
に
よ
っ
て
、
醍
醐
寺
本
は
当

初
は
全
巻
を
具
備
し
て
お
り
、
重
文
本
は
醍
醐
寺
本
を
親
本
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
現
在
普
及
す
る
筒
井
英
俊
氏

校
訂
本
は
重
文
本
を
底
本
と
し
つ
つ
、
巻
二
の
み
原
本
に
近
い
と
さ
れ
る
醍
醐
寺
本
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
現
存
の

要

録

は
当
初
の
原
本
成
立
後
に
数
多
く
の
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
記
事
内
容
に
つ
い
て
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
面
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
本
書
に
は

延
暦
僧
録

の
逸
文
を
は
じ
め
現
在
で
は
散
逸
し
た
貴
重
な
史
料
を
多
々
引
用
収
録
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
史
料
的
価
値
が
評
価
さ
れ
て
き
た
。

一
四
九

東
大
寺
要
録

所
収

戒
和
上
次
第

に
つ
い
て
（
真
田
尊
光
）



さ
て
、

戒
和
上
次
第

は
、
同
書
巻
第
五
別
当
章
第
七
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
歴
代
の
東
大
寺
戒
壇
院
戒
和
上
、
す
な
わ
ち
奈
良
時

代
の
初
代
法
進
よ
り
鎌
倉
時
代
の
第
九
十
二
代
良
詮
ま
で
の
戒
和
上
が
録
さ
れ
て
い
る
。

戒
和
上
次
第

の
成
立
年
代
も
安
藤
氏
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
氏
に
よ
る
と
、
第
五
十
五
代
隆
暹
の
記
録
に
つ
づ
い
て

巳
上
要
録
定
已
下
私
注
加
之

と
の
注
記
が

あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
隆
暹
ま
で
の
記
録
は
す
で
に

要
録

原
本
に
記
載
さ
れ
て
い
た
と

え
ら
れ
、
こ
の
五
十
五
代
ま
で
の
戒
和

上
の
記
録
が
書
写
さ
れ
た
年
代
は
、
収
録
元
で
あ
る

要
録

原
本
の
成
立
年
代
で
あ
る
嘉
承
元
年
（
一
一
〇
六
）
を
下
限
に
で
き
る
と

す
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
五
十
六
代
以
降
の
戒
和
上
の
記
録
は

要
録

原
本
成
立
後
に
書
き
足
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

さ
ら
に
重
文
本
巻
五
の
奥
書
に
は

新
禅
院
本
云
、
仁
治
二
年
六
月
八
日
。
於
東
大
寺
千
手
院
之
蓬
屋
。
以
故
慈
恩
院
法
印
御
秘
蔵
本

書
写
之

〜

中
略

〜

東
大
寺
三
論
真
言
末
葉
行
道
沙
門
寛
乗

と
あ
る
。
安
藤
氏
に
よ
れ
ば
筆
者
で
あ
る
寛
乗
は
、
鎌
倉
時
代
に
律
宗

の
再
興
に
貢
献
し
た
人
物
で
、
東
大
寺
新
禅
院
に
住
し
聖
守
と
称
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
新
禅
院
本
と
は
醍
醐
寺
本
を
指
し
、
故
慈
恩
院
法

印
と
は
東
大
寺
第
九
十
七
代
別
当
頼
恵
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
現
行
の

戒
和
上
次
第

は
、
仁
治
二
年
（
一
二
四

一
）
に
寛
乗
が
頼
恵
所
蔵
の
本
を
書
写
し
た
も
の
と
わ
か
る
の
で
あ
る
。

三

戒
和
上
次
第

の
本
文
の
検
討

で
は
、

戒
和
上
次
第

の
う
ち
、
初
代
よ
り
第
十
八
代
ま
で
の
戒
和
上
の
記
録
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
初
代
戒
和
上
が
鑑
真
で
は
な
く
法
進
で
あ
り
、
第
二
代
と
さ
れ
る
如
宝
は

如
保

と
記
さ
れ
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
。
つ

ぎ
に
記
事
全
体
を
眺
め
る
と
、
代
を
示
す
数
字
の
あ
と
に
名
前
が
記
さ
れ
、
名
前
の
下
に
は
い
く
つ
か
の
項
目
が
記
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の

項
目
は
記
載
の
順
序
に
規
則
性
が
あ
る
よ
う
に
み
え
る
も
の
の
、
当
初
か
ら
統
一
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
初
代
法

一
五
〇

東
大
寺
要
録

所
収

戒
和
上
次
第

に
つ
い
て
（
真
田
尊
光
）



戒
和
上
次
第

一

法
進
大
僧
都

弟
子

唐
人

東
大
寺

天
平
宝
字
七
年
発
卯
任

八
十
一

宝
字
十
一
年
任
少
僧
都

宝
亀
二
年
任
大
僧
都

二

如
保
和
上

和
尚
資

薬
師
寺

宝
亀
五
年
任

八
十
四

神
護
景
雲
二
年
任
少
僧
都

三

昌
禅
和
上

延
暦
五
年
任

元
興
寺

年
七
十
八

同
八
年
任
律
師

四

豊
安

延
暦
十
四
年
任

如
保
資

招
提
寺
弘
仁
四
年
任
大
僧
都

贈
僧
正
大
同
元
年
任
律
師

四
年
任
少
僧
都

五

長
恵

大
同
元
年
任
興
福
寺
八
十
一

元
年
十
二
月
任
律
師

四
年
任
少
僧
都

弘
仁
四
年
任
大
僧
都

六

義
観

弘
仁
四
年
任

法
隆
寺

八
十
二

七

慶
修

弘
仁
七
年
任

東
大
寺

八
十
五

九
年
任
律
師

八

常
詮

天
長
七
年
任

薬
師
寺

七
十
八

三
年
任
律
師

五
年
任
少
僧
都

八
年
任
大
僧
都

九

義
暹

承
和
七
年
任

法
隆
寺

七
十
三

十

寿
教

承
和
十
二
年

興
福
寺

八
十
三

嘉
祥
元
年
任
律
師
同
年
僧
綱
紫
甲
始
出
和
上

僧
綱
職
位
可
着
宣
旨

十
一

恵
隆

仁
寿
元
年
任

元
興
寺

七
十
六

十
二

玄
情

天
安
二
年
任

東
大
寺

八
十
一

任
大
僧
都

十
三

最
教

貞
観
八
年
任

東
大
寺

七
十
八

任
律
師

十
四

覚
詮

貞
観
十
五
年

元
興
寺

八
十
一

任
律
師

十
五

良
教

元
慶
二
年
任

法
隆
寺

七
十
八

十
六

寿
詮

元
慶
四
年
任

元
興
寺

八
十
余

任
律
師

十
七

祥
勢

仁
和
三
年
任

東
大
寺

八
十

二
任
大
僧
都

十
八

叡
南

昌
泰
二
年
任

東
大
寺

七
十
九

任
律
師

東
大
寺
蔵

東
大
寺
要
録

影
写
本
、昭
和
九
年

一
九
三
四

作
成
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所

蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
画
像
引
用
）

一
五
一

東
大
寺
要
録

所
収

戒
和
上
次
第

に
つ
い
て
（
真
田
尊
光
）



戒和上次第本文の記録

代名前就任年寺就任年齢僧綱位その他

初代法進大僧都天平宝字七年７６３東大寺八十一天平宝字十一年少僧都、

宝亀二年大僧都

鑑真弟子

唐人

二如保和上宝亀五年７７４薬師寺八十四神護景雲二年少僧都和尚資

三昌禅和上延暦五年７８６元興寺七十八延暦八年律師

四豊安延暦十四年７９５唐招提寺記載無し弘仁四年大僧都、贈僧正、大同

元年律師、四年少僧都

如保資

五長恵大同元年８０６興福寺八十一大同元年十二月律師、

四年少僧都、

弘仁四年大僧都

六義観弘仁四年８１３法隆寺八十二

七慶修弘仁七年８１６東大寺八十五弘仁九年律師

八常詮天長七年８３０薬師寺七十八天長三年律師、

同五年少僧都、

同八年大僧都

九義暹承和七年８４０法隆寺七十三

十壽教承和十二年８４５興福寺八十三嘉祥元年律師同年僧綱

紫甲始出

和上僧綱

職位可着

宣旨

十一恵隆仁寿元年８５１元興寺七十六

十二玄情天安二年８５８東大寺八十一大僧都僧綱位就任年記載なし

十三最教貞観八年８６６東大寺七十八律師僧綱位就任年記載なし

十四覚詮貞観十五年８７３元興寺八十一律師僧綱位就任年記載なし

十五良教元慶二年８７８法隆寺七十八

十六壽詮元慶四年８８０元興寺八十餘律師僧綱位就任年記載なし

十七祥勢仁和三年８８７東大寺八十二大僧都僧綱位就任年記載なし

十八叡南昌泰二年８９９東大寺七十九律師僧綱位就任年記載なし

一
五
二
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寺
要
録

所
収

戒
和
上
次
第

に
つ
い
て
（
真
田
尊
光
）



検討内容

就任期間僧綱補任の記述他史料との照合僧綱補任の記録との比較

11年天平勝宝八年律師、宝亀元年少

僧都、宝亀五年大僧都、宝亀九

年入寂。

僧綱補任と僧綱歴が齟齬。

12年延暦十六年律師、律宗、薬師寺、

大同元年大僧都、弘仁六年入寂。

僧綱補任と僧綱歴が齟齬。

９年天慶三年権律師、律宗元興寺、

同六年入寂。

招提千歳伝記如宝弟子。僧綱補任と僧綱歴が齟齬。

11年弘仁七年律師、十三年少僧都、

承和二年大僧都、承和七年入寂、

八年贈僧正。

延暦年間から弘仁年間に教授師

として授戒に参加弘法大師行

化記等所収空海戒牒案・伝

述一心戒文。

僧綱補任と僧綱歴が齟齬。

７年弘仁元年九月律師、律宗、

同七年少僧都、同十四年大僧都、

天長三年入寂。

日本後紀逸文類聚国史

仏名に長恵の奏上条あり。光定

伝述一心戒文に十師のうち

尊証師として授戒に参加。

僧綱補任と僧綱歴が齟齬。

３年僧綱歴なし。

14年記載無し。僧綱補任に僧綱位の記載無

し。

10年仁和三年権律師、律宗、薬師寺、

戒壇和尚

寛平二年律師、同六年少僧都、

同七年大僧都、延喜元年入寂常

全。

僧綱補任と僧綱歴が齟齬。

僧綱補任にも戒壇和尚

の記述就任年は不明。

５年僧綱歴なし。

６年仁寿元年律師、或本云斉衡元年

入寂、貞観五年以降不見。

僧綱補任と僧綱歴が齟齬。

７年僧綱歴なし。

８年記載無し。僧綱補任に僧綱位の記述無

し。

７年貞観六年律師、律宗戒壇和上、

同十四年正月十五日入寂。

僧綱補任と僧綱位は一致す

るも就任年不明。僧綱補任に

戒和上の記述就任年不明。

５年延喜十六年権律師、律宗、元興

寺、延長元年入寂。

僧綱補任と僧綱歴が齟齬。

２年僧綱歴なし。

７年記載無し。僧綱補任に僧綱位の記述無

し

12年元慶七年律師、律宗、東大寺、

寛平元年少僧都、同二年大僧都、

同七年入寂。

東大寺第二十七代・三十一代別

当要録東大寺別当次第。

戒和上次第記載の大僧都は

僧綱補任における最終位と

して一致。ただし、僧綱補任

によると戒和上就任時は律師と

なる。

６年延喜五年律師、東大寺戒壇和尚、

同十三年入寂。

僧綱補任と僧綱位は一致す

るも就任年不明。僧綱補任に

戒壇和尚の記述就任年は不

明。
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進
か
ら
第
三
代
昌
禅
ま
で
は
、
名
前
に

大
僧
都

あ
る
い
は

和
上

が
付
さ
れ
る
。
戒
和
上
就
任
年
が
項
目
の
最
初
に
記
さ
れ
る
の

は
、
第
三
代
昌
禅
か
ら
で
、
初
代
法
進
・
第
二
代
如
保
は
そ
れ
ぞ
れ

鑑
真
弟
子

、

和
尚
資

と
記
し
た
の
ち
に
所
属
寺
院
か
ら
始
ま

る
。
項
目
の
順
序
が
統
一
さ
れ
る
の
は
第
五
代
長
恵
か
ら
で
、
以
降
は
基
本
的
に
代
、
名
前
、
就
任
年
、
所
属
寺
院
、
就
任
時
年
齢
、
僧

綱
位
と
い
っ
た
順
で
記
録
さ
れ
て
い
く
。
こ
れ
に
よ
り
、

戒
和
上
次
第

は
初
代
法
進
か
ら
順
次
脈
々
と
録
さ
れ
て
き
た
も
の
で
は
な

く
、
第
五
代
長
恵
よ
り
以
前
の
記
録
は
複
数
の
原
本
が
も
と
に
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
原
本
を
も
と
に
複
数
の
人
間
の
手
に
よ
っ
て
つ
く
ら

れ
た
も
の
と

え
ら
れ
る
。

ま
た
、
第
四
代
豊
安
に
つ
い
て
は
年
齢
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
他
の
十
七
人
の
戒
和
上
は
い
ず
れ
も
就
任
当
時
七
十
代
後
半
か
ら
八

十
代
半
ば
と
い
っ
た
高
齢
で
あ
る
。
さ
き
に
み
た
徳
田
氏
の
見
解
の
よ
う
に
、
年
長
者
が
戒
和
上
に
抜
擢
さ
れ
た
と
率
直
に
受
け
取
る
こ

と
も
で
き
な
く
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
十
八
代
ま
で
の
戒
和
上
の
就
任
期
間
は
、
最
長
で
十
四
年
間
、
最
短
で
二
年
間
と
な
っ
て

い
る
。
就
任
当
時
の
高
齢
に
く
わ
え
就
任
期
間
を
あ
わ
せ
て

え
る
と
、
例
え
ば
在
任
期
間
十
四
年
の
第
七
代
慶
修
は
弘
仁
七
年
（
八
一

七
）
に
八
十
五
歳
で
就
任
し
天
長
七
年
（
八
三
一
）
の
九
十
九
歳
ま
で
在
任
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
同
様
に
第
十
七
代
祥
勢
も
仁
和
三

年
（
八
八
七
）
八
十
歳
で
就
任
し
て
昌
泰
二
年
（
八
九
九
）
九
十
二
歳
ま
で
の
在
任
と
な
り
、
記
録
に
不
自
然
さ
が
残
る
。

つ
づ
い
て
、
他
の
史
料
と
の
比
較
に
よ
り

戒
和
上
次
第

の
記
録
を
検
討
し
た
い
（
別
表
参
照
の
こ
と
）。

今
回
取
り
上
げ
た

戒
和
上
次
第

記
載
の
十
八
名
の
う
ち
僧
綱
位
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
十
四
名
で
あ
る
。
こ
の
記
録
を

僧
綱

補
任

と
比
較
す
る
と
、
両
者
の
記
録
に
齟
齬
が
あ
る
も
の
が
八
名
、

僧
綱
補
任

に
記
述
の
無
い
も
の
が
三
名
、

戒
和
上
次
第

に

就
任
年
の
記
載
が
無
く
僧
綱
位
の
み
が
一
致
し
て
い
る
も
の
が
三
名
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

戒
和
上
次
第

に
記
載
さ
れ
た
十
四

名
の
僧
綱
歴
の
う
ち
、

僧
綱
補
任

と
完
全
に
一
致
し
た
記
録
は
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
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一
方
、

僧
綱
補
任

の
記
録
か
ら
戒
和
上
就
任
歴
が
確
認
で
き
た
僧
は
、
第
八
代
常
詮
、
第
十
三
代
最
教
、
第
十
八
代
叡
南
で
、
後

述
す
る
が
他
の
史
料
の
内
容
か
ら
就
任
が
推
測
さ
れ
る
の
は
初
代
法
進
と
第
二
代
如
宝
（
如
保
）
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
奈
良
末
か
ら
平

安
初
期
に
か
け
て
の
史
料
に
は
、
戒
和
上
を
取
り
上
げ
た
記
事
自
体
が
頻
出
し
な
い
た
め
、
こ
れ
を
も
っ
て
直
ち
に

戒
和
上
次
第

の

信
憑
性
を
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、

戒
和
上
次
第

に
記
録
が
無
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
他
の
史
料
に
お
い
て
は
戒
和
上
に
就
任
し
て
い
る
二
名
の
僧
が
い
る
こ

と
に
も
注
目
し
た
い
。
延
暦
二
十
二
年
（
八
〇
三
）
に
空
海
、
同
二
十
四
年
（
八
〇
五
）
に
圓
澄
に
戒
を
授
け
た
泰
信
と
、
弘
仁
三
年

（
八
一
二
）
四
月
十
一
日
に
光
定
に
戒
を
授
け
た
奉
実
の
二
名
で

８
あ
る
。

戒
和
上
次
第

の
記
録
で
は
、
泰
信
が
戒
和
上
を
務
め
て
い

た
期
間
に
は
第
四
代
豊
安
が
、
光
定
受
戒
時
の
弘
仁
三
年
に
つ
い
て
は
第
五
代
長
恵
が
務
め
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
泰
信
は
圓
澄
の
卒
伝
、
奉
実
は
受
者
本
人
の
光
定
の
手
に
よ
る

伝
述
一
心
戒
文

に
記
載
が
あ
り
、
と
も
に
信
頼
で
き
る
史
料
に

お
い
て
戒
和
上
の
経
歴
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
泰
信
・
奉
実
両
名
が
歴
代
の
戒
和
上
で
あ
っ
た
こ
と
は
史
実
と
み
て
よ
い
と
思
わ
れ

る
。
よ
っ
て
、
泰
信
・
奉
実
の
記
録
が
な
い

戒
和
上
次
第

の
記
録
の
ほ
う
が
不
審
と
な
る
の
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
空
海
、

圓
澄
お
よ
び
光
定
は
平
安
時
代
初
期
の
著
名
な
僧
で
あ
る
。
空
海
の
受
戒
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
の
で
置
い
て
お
く
に
し

て
も
、

戒
和
上
次
第

が
代
々
の
記
録
者
に
よ
っ
て
当
代
の
戒
和
上
を
綿
々
と
伝
え
て
き
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
圓
澄
の
卒
伝
お
よ

び
受
者
本
人
で
あ
る
光
定
の
著
作
に
登
場
す
る
戒
和
上
を
当
時
の
執
筆
者
が
記
録
し
な
か
っ
た
と
は

え
難
い
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

戒
和
上
次
第

は
当
初
か
ら
記
録
さ
れ
て
き
た
も
の
で
は
な
く
、
記
録
者
は
奈
良
末
平
安
初
期
よ
り
降
っ
た

時
代
の
人
で
、
さ
ら
に
同
書
の
作
成
時
に
は

僧
綱
補
任

あ
る
い
は
そ
の
原
本
と
な
っ
た
記
録
を
参
照
せ
ず
に
執
筆
さ
れ
た
こ
と
が

え
ら
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
一
方
で
、
同
書
に
記
さ
れ
た
三
名
は
少
な
く
と
も
戒
和
上
に
は
就
任
し
て
い
た
と

え
ら
れ
る
の
で
、
そ
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れ
ら
を
記
載
す
る
た
め
に
記
録
者
が
参
照
し
た
で
あ
ろ
う
原
本
の
存
在
は
想
定
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
奈
良
末
平
安
初
期
に
か
け
て
の

戒
和
上
次
第

の
戒
和
上
歴
代
の
記
録
は
、
史
実
と
一
致
し
た
極
一
部
を
除
き
、
後

世
の
人
間
の
手
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
と

え
ら
れ
る
。

先
述
の
よ
う
に
、
安
藤
氏
に
よ
る
と
現
行
の

戒
和
上
次
第

の
第
五
十
五
代
隆
暹
ま
で
の
戒
和
上
の
記
録
は
、
収
録
元
で
あ
る

要

録

原
本
成
立
の
嘉
承
元
年
（
一
一
〇
六
）
を
下
限
と
し
て
書
写
さ
れ
た
と
い
う
。
憶
測
と
な
っ
て
し
ま
う
が
、
こ
の
時
書
写
さ
れ
た
第

五
十
五
代
ま
で
の

戒
和
上
次
第

の
原
本
も
嘉
承
元
年
を
あ
ま
り
遡
ら
な
い
年
代
に
成
立
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四

奈
良
時
代
末
平
安
時
代
初
期
の
東
大
寺
戒
壇
院
戒
和
上
の
相
承

奈
良
時
代
末
平
安
時
代
初
期
の
東
大
寺
戒
壇
院
戒
和
上
に
は
、
少
な
く
と
も

戒
和
上
次
第

記
載
の
三
名
が
認
め
ら
れ
、
ま
た

戒

和
上
次
第

の
記
録
と
は
別
に
空
海
お
よ
び
圓
澄
に
戒
を
授
け
た
泰
信
と
、
光
定
に
戒
を
授
け
た
奉
実
の
二
名
が
戒
和
上
に
就
任
し
て
い

た
こ
と
に
な
る
。

戒
和
上
次
第

記
載
の
三
名
は
、
第
八
代
常
詮
、
第
十
三
代
最
教
、
第
十
八
代
叡
南
で
あ
っ
た
が
、

僧
綱
補
任

に

戒
和
上
就
任
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
信
頼
で
き
る
も
の
と
し
た
。
そ
こ
で
、
初
代
法
進
と
第
二
代
如
宝
に
つ
い
て
み
て
い
き

た
い
。

法
進
は
鑑
真
の
高
弟
で
天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）
鑑
真
よ
り
東
大
寺
唐
禅
院
を
譲
り
受
け
た
と
さ
れ
、
そ
の
際
に
戒
壇
院
戒
和
上
の

役
も
任
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

続
日
本
紀

お
よ
び

僧
綱
補
任

に
よ
れ
ば
、
天
平
勝
宝
八
年
（
七
五
六
）
に
鑑
真
の
大
僧
都
就

任
と
同
時
に
律
師
と
し
て
僧
綱
に
く
わ
わ
り
、
宝
亀
元
年
（
七
六
九
）
に
少
僧
都
、
宝
亀
五
年
（
七
七
四
）
に
大
僧
都
と
歴
任
し
、
宝
亀

九
年
（
七
七
八
）
九
月
二
十
九
日
に
入
寂
し
た
と
い
う
。
ま
た

要
録

巻
四
諸
院
章
の
唐
禅
院
条
の
延
喜
五
年
（
九
〇
五
）
三
月
二
十

一
五
六
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七
日
の
奥
書
を
も
つ

唐
禅
院
師
資
次
第

に
よ
る
と
、
唐
禅
院
に
お
け
る
法
進
の
弟
子
は
空
海
お
よ
び
光
定
の
受
戒
に
参
会
し
て

９
い
る
。

こ
れ
ら
戒
壇
院
に
お
け
る
受
戒
で
の
弟
子
の
活
躍
を
み
て
も
、
鑑
真
が
法
進
に
唐
禅
院
を
譲
る
と
同
時
に
戒
和
上
と
し
て
受
戒
の
執
行

を
任
か
せ
た
と
み
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

つ
ぎ
に
、
如
宝
は

僧
綱
補
任

に
よ
れ
ば
、
延
暦
十
六
年
（
七
九
七
）
に
律
師
に
就
任
、
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
に
大
僧
都
に
昇
任

し
、
弘
仁
六
年
（
八
一
五
）
に
入
寂
し
た
と
さ
れ
る
。
如
宝
は

東
征
伝

の
記
事
か
ら
鑑
真
と
と
も
に
来
朝
し
た
当
時
は
、
俗
人
で
あ

っ
た
こ
と
が
知

10
ら
れ
、
さ
ら
に
在
日
期
間
が
七
五
三
年
か
ら
八
一
五
年
ま
で
の
六
十
二
年
間
で
あ
る
た
め
、
来
朝
当
時
は
二
十
歳
前
後
と

え
ら
れ
、
八
十
余
歳
で
没
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た

戒
和
上
次
第

の
記
録
と
同
様
に

僧
綱
補
任

に
お
い
て
も
、
如
宝
の
所
属
寺
院
は

薬
師
寺

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

薬
師
寺

に
つ
い
て
は
、
唐
招
提
寺
と
地
理
的
に
近
い
平
城
薬
師
寺
と
、
戒
壇
の
あ
っ
た
下
野
薬
師
寺
の
両
方
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
き
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
も
決
め
手
と
な
る
根
拠
に
か
け
る
。
た
だ
し
下
野
薬
師
寺
の
戒
壇
は
、
東
大
寺
お
よ
び
筑
紫
の
観
世
音
寺
戒
壇

と
な
ら
ん
で
天
下
三
戒
壇
と
呼
ば
れ
、
鑑
真
の
弟
子
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
の
指
摘
は

11
多
い
。

さ
て
、
如
宝
の
活
躍
年
代
は
、

戒
和
上
次
第

に
よ
る
宝
亀
五
年
（
七
七
四
）
戒
和
上
就
任
を
除
く
と
、
僧
綱
と
し
て
の
活
動
は
延

暦
十
六
年
以
降
で
あ
る
。
ま
た

類
従
三
代
格

所
収
の
延
暦
二
十
三
年
（
八
〇
四
）
の
太
政
官
符
に
は
、
唐
招
提
寺
の
寺
領
を
も
ち
い

て
同
寺
で
律
の
講
議
を
お
こ
な
う
こ
と
の
許
可
を
求
め
た
如
宝
の
奏
上
が
あ
げ
ら
れ
て

12
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
如
宝
は
延
暦
十
六
年
か
ら

僧
綱
と
し
て
の
活
動
を
は
じ
め
、ま
た
延
暦
二
十
三
年
ま
で
に
は
唐
招
提
寺
に
住
し
、同
寺
の
経
営
を
担
っ
て
い
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
如
宝
が
戒
和
上
に
就
任
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
記
事
は
、

日
本
後
紀

弘
仁
六
年
（
八
一
五
）
正
月
七
日
の
卒
伝
で

あ
る
。

一
五
七

東
大
寺
要
録

所
収

戒
和
上
次
第

に
つ
い
て
（
真
田
尊
光
）



少
僧
都
伝
燈
大
法
師
位
如
宝
卒
す
。
大
唐
人
な
り
。
何
れ
の
姓
か
は
知
ら
ず
。
戒
律
を
固
持
し
、

犯
有
る
こ
と
無
し
。
咒
願
に
至

り
て
は
、
天
下
に
絶

す
。
局
量
は
宏
遠
に
し
て
、
大
国
之
風
有
り
。
能
く
一
代
の
壇
師
に
堪
え
う
る
者
な
り
。

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
如
宝
は
唐
人
で
姓
は
不
明
で
あ
る
が
、
戒
律
を
固
く
守
り
佛
法
の
規
律
に
叛
く
こ
と
が
無
く
咒
願
に
お
い

て
は
天
下
に
名
が
知
ら
れ
て
い
た
と
い
い
、
大
国
の
風
格
を
持
ち

一
代
の
壇
師

と
し
て
相
応
し
い
人
物
で
あ
っ
た
と
も
評
し
て
い
る
。

こ
こ
に
い
う

一
代
の
壇
師

は
戒
壇
の
師
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
如
宝
の
東
大
寺
戒
壇
院
戒
和
上
就
任
の
履
歴
を

称
え
た
も
の
と

え
ら
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
如
宝
が
東
大
寺
戒
壇
院
戒
和
上
に
就
任
し
て
い
た
こ
と
は
認
め
て
よ
い
と

え
る
。
た
だ
し
、
如
宝
は
天
平

勝
宝
六
年
の
来
朝
時
に
は
出
家
前
の
俗
人
で
あ
っ
た
こ
と
、
他
の
史
料
で
確
認
で
き
る
活
躍
年
代
が
延
暦
年
間
中
頃
以
降
で
あ
る
こ
と
、

さ
ら
に

戒
和
上
次
第

の
記
録
自
体
が
信
用
で
き
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
如
宝
の
戒
和
上
の
就
任
時
期
に
つ
い
て
は
な
お
検
討
を
要
す

る
。以

上
、

戒
和
上
次
第

記
載
の
十
八
代
の
戒
和
上
の
記
録
を
中
心
に
検
討
し
て
き
た
が
、
奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
時
代
初
期
に
か
け

て
の
東
大
寺
戒
壇
院
戒
和
上
は
、
奈
良
時
代
末
に
法
進
、
奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
時
代
初
期
ま
で
に
如
宝
、
延
暦
二
十
二
年
か
ら
同
二
十

四
年
に
か
け
て
泰
信
、
弘
仁
三
年
に
は
奉
実
、
天
長
年
間
以
降
延
喜
年
間
ま
で
は
常
詮
、
最
教
、
叡
南
が
就
任
し
て
い
た
こ
と
は
た
し
か

で
あ
ろ
う
。

お

わ

り

に

従
来
、
多
く
の
先
行
研
究
が
引
用
し
て
き
た

要
録

所
収
の

戒
和
上
次
第

の
奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
時
代
初
期
ま
で
の
古
代
の

一
五
八

東
大
寺
要
録

所
収
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戒
和
上
の
記
録
は
、

僧
綱
補
任

を
は
じ
め
と
す
る
同
時
代
の
記
録
が
参
照
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
後
世
の
人
間
の
手

に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
だ
と
推
定
で
き
る
。

今
回
の
検
討
で
は
、

戒
和
上
次
第

に
記
載
さ
れ
た
第
九
十
二
代
ま
で
の
戒
和
上
の
記
録
の
う
ち
、
初
代
か
ら
十
八
代
ま
で
の
戒
和

上
の
記
録
に
つ
い
て
の
み
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、

戒
和
上
次
第

の
記
録
の
全
容
に
つ
い
て
、
嘉
承

元
年
を
下
限
と
す
る
同
書
の
原
本
の
具
体
的
な
成
立
年
代
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

註１

徳
田
明
本

東
大
寺
戒
壇
院
戒
和
上
相
承
に
つ
い
て

南
都
仏
教

三
十
九
号
、
一
九
七
七
年
。

２

承
和
二
年
（
八
三
五
）
豊
安
撰
述
の

招
提
寺
建
立
縁
起

（
護
国
寺
本

諸
寺
縁
起
集

抄
録
）
に
、

金
堂
一
宇
、
右
少
僧
都
唐
如
宝
、

率
有
縁
壇
主
等
、
建
立
如
件
（
以
下
略
）

と
あ
る
。

３

唐
招
提
寺
金
堂
の
建
立
年
代
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
太
田
博
太
郎

唐
招
提
寺
の
歴
史

（

奈
良
六
大
寺
大
観

一
二
、
岩
波
書
店
、

一
九
六
九
年
）
に
詳
し
い
。

４

宝
亀
年
間
説
を
と
る
先
行
研
究
は
次
の
通
り
。

安
藤
更
生

唐
招
提
寺
総
説

唐
招
提
寺

近
畿
日
本
叢
書
、
一
九
六
〇
年
。

斎
藤
孝

唐
招
提
寺
伽
藍
の
創
立
を
め
ぐ
る
問
題

人
文
論
究

一
五
三
、
一
九
六
四
年
。

太
田
博
太
郎

前
掲
註

３
。

星
山
晋
也

日
本
の
古
寺
美
術
８

唐
招
提
寺

保
育
社
、
一
九
八
七
年
。

浅
井
和
春

来
朝
後
の
鑑
真

名
宝
日
本
の
美
術
７

唐
招
提
寺

小
学
館
、
一
九
九
〇
年
。

５

太
田
博
太
郎

前
掲
註

３
。

６

東
野
治
之

初
期
の
唐
招
提
寺
を
め
ぐ
る
諸
問
題

仏
教
芸
術

二
八
一
号
、
二
〇
〇
五
年
。

前
園
実
知
雄

古
学
か
ら
見
た
唐
招
提
寺
の
創
建
と
金
堂
の
建
立

同
右
。

一
五
九

東
大
寺
要
録

所
収

戒
和
上
次
第

に
つ
い
て
（
真
田
尊
光
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７

安
藤
更
生

東
大
寺
要
録
撰
述
年
代
の
研
究

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要

第
七
輯
、
一
九
六
一
年
。

８

空
海
の
受
戒
は
、
戒
和
上
に
元
興
寺
僧
泰
信
、

磨
師
に
東
大
寺
僧
安

、
教
授
師
に
唐
招
提
寺
僧
豊
安
、
尊
証
師
に
東
大
寺
僧
安
禎
、

良
、

上
、
西
大
寺
僧
勝
傳
・
平
福
・
靈
忠
、
興
福
寺
僧
信
命
、
唐
招
提
寺
僧
安
琳
に
よ
っ
て
執
り
お
こ
な
わ
れ
た
（

弘
法
大
師
行
化

記

所
収

空
海
戒
牒
案

お
よ
び

大
日
本
古
文
書

家
わ
け
、
第
七

金
剛
寺
文
書

所
収
の
同
文
書
）。
拙
稿

空
海
戒
牒
案
に
つ

い
て

（

密
教
学
研
究

三
九
号
、
二
〇
〇
七
年
）
参
照
。

圓
澄
の
受
戒
に
つ
い
て
は
、

続
日
本
後
紀

天
長
十
年
（
八
三
三
）
十
月
の
圓
澄
卒
伝
に

（
延
暦
二
十
四
年
）
其
夏
四
月
就
唐
泰
信
大

僧
都
受
具
戒

と
あ
る
。

一
方
、
光
定
の
受
戒
は

伝
述
一
心
戒
文

に
て

弘
仁
三
年
四
月
十
一
日
。
於
東
大
寺
戒
壇
院
。
受
具
足
戒
。
東
大
寺
伝
燈
大
法
師
位

奉
実
律
師
為
戒
和
尚
。
東
大
寺
伝
燈
大
法
師
位
景
深
律
師
為
戒

摩
師
。
招
提
寺
伝
燈
大
法
師
位
豊
安
律
師
為
戒
教
授
師
。
招
提
寺
伝
燈
大

法
師
位
慧
元
律
師
為
戒
尊
證
師
。
興
福
寺
大
僧
都
伝
燈
大
法
師
位
長
慧
律
師
為
戒
尊
證
師
。
東
大
寺
伝
燈
大
法
師
位
肆
開
律
師
為
戒
尊
證
師
。

興
福
寺
少
僧
都
燈
大
法
師
位
修
圓
律
師
為
戒
尊
證
師
。
興
福
寺
伝
燈
大
法
師
位
安
叡
律
師
為
戒
尊
證
師
。
招
提
寺
伝
燈
大
法
師
位
安
琳
律
師

為
戒
尊
證
師
。
菅
原
寺
伝
燈
大
法
師
位
勝
照
律
師
為
戒
尊
證
師
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。

９

前
掲
註
８
、
拙
稿
参
照
。

10

東
征
伝

に

相
随
弟
子
楊
州
白
塔
寺
僧
法
進
、
泉
州
超
功
寺
僧
曇
静
、
台
州
開
元
寺
僧
思
託
楊
州
興
雲
寺
僧
義
静
、
衢
州
霊
耀
寺
法

載
、

州
開
元
寺
僧
法
成
等
一
十
四
人
、
藤
州
通
善
寺
尼
智
首
等
三
人
、
楊
州
優
婆
塞

仙
童
、
胡
国
人
安
如
宝
、
崑
崙
国
人
軍
法
力
、

波
国
人
善
聴
、
都
二
十
四
人

と
あ
り
、

胡
国
人
安
如
宝

と
記
さ
れ
て
い
る
。

11

安
藤
氏
が
前
掲
註
４
書
で
指
摘
し
て
い
る
が
、
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）
二
月
に
勝
道
上
人
の
事
蹟
を
弟
子
達
が
記
し
た
と
さ
れ
る

補
陀

洛
山
建
立
修
行
日
記

に
は
、
下
野
薬
師
寺
に
お
い
て
勝
道
上
人
が

忽
見
鑑
真
和
尚
弟
子
如
意
僧
都
與
唐
人
恵
雲
律
師

と
の
記
述
が
あ

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
如
意
僧
都
、
す
な
わ
ち
如
宝
が
法
進
の
弟
子
恵
雲
と
と
も
に
下
野
薬
師
寺
の
戒
壇
造
営
に
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
は

え
ら
れ
る
。

12

類
聚
三
代
格

巻
二
所
収

延
暦
二
十
三
年
正
月
二
十
二
日
太
政
官
符

お
よ
び

日
本
後
紀

巻
十
二
延
暦
二
十
三
年
正
月
二
十
二

日
条

。

一
六
〇

東
大
寺
要
録

所
収

戒
和
上
次
第

に
つ
い
て
（
真
田
尊
光
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